
新日本製鐵株式會社（以下、新日本製鐵）では、2001年 10月、システム統合管理

ソリューション「LANDesk® Management Suite」を導入。本社 1400台、7支

店／ 11営業所で 400台、合計 1800台のクライアントPCの最新のインベントリ

（資産情報）を収集しています。また、Microsoft* Office 2000へのバージョンアップ

に際しては、LANDesk® Management Suiteのマルチキャスト機能により、従来の

5分の1の工数でバージョンアップ作業を完了。ビジネスのスピードアップを実現し

ていく環境を手に入れることに成功したのです。

ソフトウェアの本社・7支店配布に2カ月かかっていた

新日本製鐵が、システム管理のシステム化に取り組んだ背景には、インターネットな

どの普及により、ビジネスのスピードが加速している現状が指摘できる。経営環境や

時代のニーズはめまぐるしく変わり、ビジネスのスピードをキャッチアップすること

が重要になっている。意思決定をスピードアップするには、ITをベースにしたビジネ

スプロセスの改善が不可欠だ。たとえば新しいアプリケーションを使いたくても、全

社にインストールを完了するのに1カ月も2カ月もかかるようでは、業務改革も阻害

されてしまう。新日本製鐵は、こうした問題点にいち早く着目し、IT資産管理をシス

テム化した。

従来、新日本製鐵のシステム管理をおこなっている新日鉄ソリューションズ株式会社

（以下、新日鉄ソリューションズ）では、全国 7支店を中心にした遠隔地のシステム

管理に手間がかかり、本社に比べてどうしても遠隔地のサービスレベルが低くなって

しまうという悩みがあった。新しいアプリケーションをインストールするタイミング

も遅くなる。ハードウェア／ソフトウェアの現状を把握するにも時間がかかるため、

機種更新のタイミングも遅くなりがちだった。本社にしても、管理にかかる人手は相

当なものがあった。OA系のクライアント／サーバ・システムにさらに、ウェブ系ア

プリケーションが個別にインストールされたりしているため、ソフトウェア・ライセ

ンスを把握するだけでも大変な労力がかかるのである。

PC1800台へ一斉バージョンアップ
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■ 営業所/支店間などの容量の少ない回

線でも、業務に支障を生じることなく

インベントリ収集が可能であること

ソリューション

■ LANDesk® Management Suite

実現された利益

■ 棚卸などに伴う紙の台帳管理からの解放

■ ソフトウェアのバージョンアップ工数

が5分の1に大幅削減

■ リアルタイムなインベントリ情報によ

るスムーズな個別対応
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さらに問題になるのが、アプリケーションのインストールだ。新日本製鐵本社系ではOA系

で、本社 1400台、支店 400台、合計約 1800台のパソコンを使っている。これまでは、新

規アプリケーションのインストールは人海戦術だった。工数は10人月だが、業務をストップ

させずにインストール作業ができるのは土日に限られるため、本社でインストールを開始して

から、支店でインストール完了するまでの時間が2カ月間にわたってしまうこともあった。「 IT

資産を効率よくしかも正確に一元管理することによって、ソフトウェアの配布作業から人海

戦術にかかる膨大なコストを削減したい」というのが大きな課題だったのである。

中継サーバ不要のマルチキャスト機能を高く評価

2001年、OA系のソフトウェアをMicrosoft Office 2000に統一することが決まった。また

膨大な手間をかけて「インストールのための週末出張」を行わなければならないのではと懸念

されていた矢先に出会ったのが、システム統合管理ソリューション「LANDesk® Management

Suite」である。新日本製鐵のシステム構築、運用、ヘルプデスク・サービスなどを一手に引

き受けてきた新日鉄ソリューションズは、これまでも各種のシステム管理ツールを調査してき

た。同社では、LANDesk® Management Suiteのマルチキャスト機能が大変優れている点

を評価し、今回新日本製鐵に提案し導入を決定した。

LANDesk® Management Suiteは、数千台に及ぶクライアントPCに対し、サブネット単

位でソフトウェア配布を行う。サブネット内で代表となるPCを決めて、この「サブネット代

表PC」に配布パッケージを1回転送し、他のクライアントPCにはサブネット代表PCから

マルチキャストでソフトウェアを転送する。サーバ側は、クライアントの台数にかかわらずサ

ブネットあたり 1回の転送で済むため、ネットワーク負荷を最小限に低減できる。他の配布

ソフトにも、ツリー構成で段階的な配布を行うことができるものがあるが、中継点にはサーバ

が必須だ。中継サーバを増やすと、ハードウェア投資も必要になるし、何よりも運用管理対象

がまた増えてしまうという難点があった。サブネット代表 PC を指定するだけで済む

LANDesk® Management Suiteは、二重の意味で運用管理の手間を軽減してくれるソフト

ウェアなのである。
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LANDesk Targeted Multicasting 配布画面
配布オプションをクリックするだけでソフトウェアを
マルチキャスト配布することができます。
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また、LANDesk® Management Suiteはソフトウェア構成を差分方式で管理しているため、

個別クライアントの状況を識別しながら、個々のクライアントに合ったインストールが自動で

できる。インストールしているアプリケーションや設定が多少異なるクライアントでも柔軟に

一つのパッケージで配布とインストールができることは大きな評価ポイントであった。加えて、

LANDesk® Management Suiteは、幅広いOSやCPUをサポートしているため、Microsoft*

WindowsのバージョンやCPU性能が異なるPCが混在する環境でも、安定した動きでイン

ベントリ（機器情報）を収集できる。インベントリの収集ネットワークの負荷に合わせてスケ

ジュールできるため、営業所／支店間などの容量の少ない回線でも、業務に支障を生じるこ

となく、日々のインベントリ収集ができることも評価のポイントとなった。

ソフトウェアのバージョンアップ工数は5分の1に大幅削減

新日鉄ソリューションズでは、新日本製鐵本社系向けに、2001年10月、LANDesk® Management

Suiteの利用を開始した。中継サーバを使った他システムを利用した場合は、ネットワーク設

計などに時間がかかるため、導入に半年かかると見込まれたが、LANDesk® Management

Suiteは 2～ 3ヵ月で導入を完了できた。管理対象は、本社、支店／営業所を合わせて、約

1800台のクライアントPCである。

現在では、朝、利用者がパソコンの電源を入れるだけで、クライアントPCのシリアル番号は

もちろん、CPU種別／メモリ搭載量などのハードウェア情報と、業務アプリケーションの搭

載状況やMicrosoft* Officeのバージョンなどのソフトウェア情報が自動収集され、本社で一

元管理できる。ソフトウェアをインストールしたいとか、ハードウェアの老朽化の現状を知り

たいとか、必要なときにはいつでも、収集された情報を見れば良い。リアルタイムで正確な情

報が利用できるため、非常に便利になった。棚卸などに伴う紙の台帳管理からも解放された。

新日鉄ソリューションズでは新日本製鐵社員へのヘルプデスク・サービスもスピーディになっ

た。ヘルプデスクでは、月平均 600件の問い合わせに対応しているが、電話に応対しながら

その場で、構成管理情報を確認できるため、問題の原因特定が早くできる。必要に応じて、

LANDesk® Management Suiteリモートコントロール機能で復旧作業も行っている。
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インベントリ画面
ツリー構造で表示される画面はWindowsユーザなら
一目でわかり、管理しやすい表示になっています。
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マルチキャスト機能はさっそく、Microsoft Office 2000のインストールで活用した。LANDesk®

Management Suiteを知る前は、Microsoft Office 2000が230MBぐらいの容量がある

ため、230MB× 1800台のサーバ負荷とネットワーク負荷がかかることと予想していが、管

理画面をチューニングするなどのテクニックを駆使して、スムーズな配布ができたのである。

使用しているウェブブラウザが異なっていたり、旧バージョンのExcelをどうしても残してく

れという部署があったり、1800台ともなるととてもひと筋縄ではいかない。LANDesk®

Management Suiteで収集される最新のインベントリがあるからこそ、個別対応ができた。

ハードディスクの空き容量がどうしても足りなくてハードウェア交換などの必要が生じて、人

的対応も行わなければならなかった。それでも、従来なら10人月の工数がかかるインストー

ル作業を、5分の1のわずか2人月の工数で完了。しかも、本社／ 7支店同時のバージョン

アップができたため、「社内メールで添付ファイルを送ったら開けなかった」といった混乱を

未然に防ぐこともできた。

次には、OSをMicrosoft* Windows 2000にバージョンアップする作業が待っている。こ

こでも、搭載されている業務アプリケーションに応じて、Microsoft* Windows 95を残す部

署などが発生するのは必定だが、リアルタイムなインベントリ情報があるため、個別対応がス

ムーズにできる見込みだ。

今後の課題は、LANDesk® Management Suiteで収集される多種多様なインベントリを、

IT戦略に活用することだ。効果的な障害予防策を講じたり、ハードウェア更新のタイミング

を判断するなど、より統合的かつ経営的な視点でインベントリ情報を活用していく計画であ

る。現在、ソフトウェア・ライセンス管理などを行うための「統合ビュー」を準備中で、モバ

イル対応が強化された新バージョンへのバージョンアップも展開中。新日本製鐵では、

LANDesk® Management Suiteの導入によって、クライアントPCの広域管理を実現して、

今後のさらなるTCO削減に道を開いたのである。
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新日本製鐵株式會社
本　　　社：東京都千代田区大手町 2-6-3
創　　　業： 1901年（官営八幡製鐵所）
設　　　立： 1970年
資　本　金： 4,195億 2,400万円
売　上　高： 1兆 8,487億円（2000年度）
従 業 員 数： 2万 6,333人（2000年度）
事 業 概 要：鉄鋼生産国・日本のリーディングカン
パニー。鉄づくりを通じて培ってきた総合技術力と
経営資源をベースに、プラント製造、エンジニアリン
グ、都市開発、システムソリューションなどを幅広く
展開。URL http://www.nsc.co.jp/

新日鉄ソリューションズ株式会社
本　　　社：東京都中央区新川 2-20-15
発　　　足： 2001年 4月
資　本　金： 129億 5,276万 3,000円
売　上　高： 1,317億円（2001年度）
従 業 員 数： 2,200人
事 業 概 要：新日本製鐵 EI事業部と新日鉄情報通
信システム株式会社（ENICOM）が事業統合して発足
したシステム・インテグレータ。製鉄業で培った経験
と高度な IT力を、オープンシステムでのソリューショ
ン提案に活かす。URL http://www.ns-sol.co.jp/


